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【地方凡例録】

一 悪水落口代之事

是は悪水落口筋を立るとき、他村の地面を
掘通さずしては叶ハざるときは 高内の田畑掘通さずしては叶ハざるときは、高内の田畑
は勿論、高外の地所たりとも、村方相対の上、
地子年貢を遣 し 掘通すなり 用悪水 違地子年貢を遣ハして掘通すなり、用悪水の違
ひ迄にて、井料米・水代米同様なり、若し数
箇村にかゝる大造の悪水落等にて、多分の
潰れ地等ある節は、官又ハ地頭へ相願ひ、潰れ地等ある節は、官又ハ地頭 相願ひ、
敷地年貢引方下さるゝもあるなり



【享保11年10月評定所定書】

大目付え

悪水不滞、用水引渡す儀、在方肝要之儀ニ候処、悪水川・
用水堀・小溝等迄堀さらへ不仕 剰双方よりせはめ 或竹木用水堀・小溝等迄堀さらへ不仕、剰双方よりせはめ、或竹木
はへ出、水道差支候所々有之由相聞候、当年は此節、自今
は年々三四月之内隣郷申合、村限堀さらへ、竹木伐払、水
草ハ根共掘取 又は度々刈捨可申候 土砂埋多 堀幅せは草ハ根共掘取、又は度々刈捨可申候、土砂埋多、堀幅せは
め候所々は、二三年之内段々以前之通掘立可申候

右之通申付候上、若堀浚不仕村方有之、隣村え相障候
堀浚仕候村方より 其旨可訴出候 吟味之上急度可ハヽ、堀浚仕候村方より、其旨可訴出候、吟味之上急度可

申付候

附、水上之村悪水堀有之候処、水下村々悪水堀埋潰し候附、水上之村悪水堀有之候処、水下村々悪水堀埋潰し候
所々も有之由ニ候、以前之通掘立勿論、悪水堀無之処は可
訴出候

右之通 関東筋御料は御代官 私領は領主・地頭幷寺社方右之通、関東筋御料は御代官、私領は領主・地頭幷寺社方
支配限り、在々え入念可被申付候、以上

十月



【天保2年12月触書】

（享保11年10月定書を引用）

右之通 享保十一午年相触候処 用水路浚不行右之通、享保十 午年相触候処、用水路浚不行
届、連々押埋、竹木はへ出、堀幅或橋々を狭め、水
道差支候所々有之由相聞候間、堀幅橋々狭め候所道差支候所 有之由相聞候間、堀幅橋 狭め候所
は以前之通掘あけ、年々三四月之内無油断組合限
申合、堀浚、竹木伐払、水草は根共掘取、又は度々

申候 浚等 差障 候刈取可申候、堀浚等閑置、差障之村方より訴候
ハヽ、吟味之上急度可申付候

右 東筋御料 御 官 領 領主右之通、関東筋御料は御代官、私領は領主・地頭、
寺社領は支配限、在々え可被申付候

卯十 月卯十二月

右之通、可被相触候
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【明治3年7月20日大蔵省達第474】【明治3年7月20日大蔵省達第474】

諸府藩県支配・御預所之内潰地代米永之儀、
是迄依旧慣相渡候処 自今被廃 都テ高内引ニ是迄依旧慣相渡候処、自今被廃、都テ高内引ニ
可取計候、此段相達候事

【明治3年11月9日太政官布告第808】【明治3年11月9日太政官布告第808】

諸藩支配所之内潰地代米永之儀、是迄依旧慣
相渡候処 自今被止候条 高内引ニ可致事相渡候処、自今被止候条、高内引ニ可致事

但地主共ヘハ相当之御手当可被下、尤他村之
地所ヲ借地イタシ、下方相対ヲ以地代差出来候
分ハ、従前之通可取計事



【明治4年3月6日民部省達第6】（「府藩県」宛）
府藩県支配地ノ内潰地代米渡被廃候儀ハ、去年七月並ニ十一月
御布告ノ通ニ候処、区々ニ取計候向モ有之候ニ付、猶又左ノ通相
達候事

一 潰地代米旧幕ヨリ渡来、又ハ地頭ヨリ相渡来候分、高内引相成
候上ハ、従前ノ代米ハ被相廃、作徳ノ儀ハ猶旧約詮議ノ上、地主
共ヘ相当ノ御手当被下候事

但相当ノ御手当被下候儀ハ、年々作徳ノ平均ヲ以相渡候歟、又
ハ御買上ノ積ヲ以一時ニ相当ノ価相渡候共、実地検査ノ上、見込
可申立事

一 村方相対示談ニテ他村ノ地所借受、用悪水路始蔵敷等ニ付潰
地ノ分、租税作徳米並ニ高掛物等、都テ借請候村方ヨリ地主ヘ相
渡来候分、御布告ニ基キ、従前ノ通可相計事

一 府藩県管轄地ノ内、他支配ヘ貸渡潰地ニ致シ、従前引付ヲ以
代米等渡来候分モ、其支配毎高内引ニ可取計、尤地主作徳米等、
旧幕並ニ地頭ヨリ渡来候分ハ、其支配毎庁入費ノ内ヲ以手当可旧幕並 地頭ヨリ渡来候分 、其支配毎庁入費ノ内ヲ以手当可
致事

一 高内引ニテ貢米免除ニ付テハ、高掛物モ一切免除可申付候事



‡明治前期民事判決原本データベース（国際日本文化研究センター）より



‡明治前期民事判決原本データベース（国際日本文化研究センター）より







Google Earthより


